
平成31年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)

平成30年11月６日

上 場 会 社 名 株式会社エー・アンド・デイ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 7745 URL http://www.aandd.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役執行役員社長 (氏名) 森島 泰信

問合せ先責任者 (役職名) 取締役常務執行役員管理本部長 (氏名) 伊藤 貞雄 (TEL)048-593-1111

四半期報告書提出予定日 平成30年11月13日 配当支払開始予定日 平成30年12月10日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有

四半期決算説明会開催の有無 ：有 (機関投資家向け)
　

(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 21,003 10.0 348 10.7 401 11.1 305 75.3

30年３月期第２四半期 19,089 9.4 315 － 361 － 174 －

(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 249百万円( 91.8％) 30年３月期第２四半期 130百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 14.93 14.89

30年３月期第２四半期 8.51 8.50
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第２四半期 49,111 16,735 32.3

30年３月期 47,048 15,939 33.6

(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 15,880百万円 30年３月期 15,813百万円
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 5.00 － 7.00 12.00

31年３月期 － 7.00

31年３月期(予想) － 7.00 14.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 49,300 11.7 3,300 38.7 3,200 37.2 2,400 31.3 117.14

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
　新規 １社 (社名) 株式会社ホロン 、除外 －社 (社名) －

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 22,579,700株 30年３月期 22,579,700株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 2,091,285株 30年３月期 2,091,280株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 20,488,419株 30年３月期２Ｑ 20,488,420株
　

(注) 期末自己株式数および期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託制度の信託財産とし
て、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有している当社株式が含まれております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する主旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経済環境は、日本においては生産年齢人口の減少に伴う労

働力不足問題をはじめとする諸問題から将来的な成長見通しについては不透明なものの、雇用・所得環境は改善傾

向が持続しており、企業収益と設備投資が堅調な動きを見せていることから、緩やかな回復が続きました。

　世界経済については、米国を中心に全体的に堅調に推移したものの、トランプ政権の強硬な貿易政策は世界に影

響を及ぼし、中国においては米中貿易摩擦による問題が一部顕在化し景気の減速傾向が見られました。欧州におい

ては、英国のEU離脱問題やトランプ政権の保守主義への懸念が払拭できない状態ですが、EU圏を中心に緩やかな回

復が続きました。

このような状況の中、当社グループは、新製品開発、新規市場の開拓に注力し、お客様や社会における多様なニ

ーズやその変化に対応してまいりました。また、引き続き成長分野に対する積極的な開発投資を行うことで、他社

との差別化を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は21,003百万円(前年同期比10.0％増)、営業利益は348百万

円(前年同期比10.7％増)、経常利益は401百万円(前年同期比11.1％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は305

百万円(前年同期比75.3％増)となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①計測・計量機器事業

日本においては、株式会社ホロンを子会社化したこと等により半導体機器関連が、自動車業界における活発な

設備投資等を背景に計測・制御シミュレーションシステム(DSPシステム)がそれぞれ売上を大きく伸ばした他、計

量機器においても工業計測機器を中心に堅調に推移しました。また、研究開発費を含む販売費及び一般管理費を

前年同期並みに抑えることができた結果、利益が大きく増加いたしました。

米州においては、計量機器では天秤や秤は前期並みの売上に留まったものの、金属検出器・ウェイトチェッカ

や工業計測機器の売上が寄与した結果、前期に比べ微増となり、DSPシステムにおいては、現地研究開発機関との

パートナーシップの強化等により売上は堅調に推移しました。しかし、今後の販売拡大の為に費用を要したこと

から、利益は減少しました。

アジア・オセアニアについては、韓国で試験機を中心に幅広い品目で売上を伸ばした他、豪州では金属検出

器・ウェイトチェッカの特需があり売上を伸ばしました。

この結果、計測・計量機器事業の売上高は13,076百万円(前年同期比15.7％増)、営業利益は668百万円(前年同

期比263.8％増)となりました。

　

②医療・健康機器事業

日本においては、医療機器では全自動血圧計の特需があったことから売上を伸ばした一方、看護用血圧計は需

要が一巡したため売上を落としました。健康機器では前年同期にあった大口顧客向け特需が減少したため売上を

落としました。

米州においては、前連結会計年度にカナダにおいて譲り受けた医療機器事業の売上が加算されたものの、米国

において利益率の低い品目の売上が多かったことから利益は減少しました。

欧州においては、ロシアで売上を伸ばした一方、中国系企業の参入により血圧計市場の競争が激化しているこ

との対抗策として広告宣伝活動を積極的に行った結果、利益は減少しました。

この結果、医療・健康機器事業の売上高は7,926百万円(前年同期比1.7％増)、営業利益は750百万円(前年同期

比33.0％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産の状況)

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、当財政状態に関する説明については、当該会計基準等を遡って適用した後

の数値で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

当第２四半期連結会計期間末における総資産は49,111百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,062百万円増加

いたしました。これは、受取手形及び売掛金が減少した一方でたな卸資産が増加したこと等により流動資産が

1,463百万円増加したこと、無形固定資産ののれんが増加したこと等により固定資産が599百万円増加したことに

よるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債は32,376百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,267百万円増加い
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たしました。これは、主に長期借入金の増加により固定負債が682百万円増加し、短期借入金の増加により流動負

債も584百万円増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は16,735百万円となり、前連結会計年度末に比べ795百万円増加い

たしました。これは、配当金の支払いを上回る親会社株主に帰属する四半期純利益の発生によって利益剰余金が

増加したため株主資本が160百万円増加し、為替換算調整勘定の減少等によりその他の包括利益累計額が93百万円

減少した一方で、株式会社ホロンの子会社化を主要因として非支配株主持分が729百万円増加したことによるもの

であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

昨今の事業の動向等を踏まえ、平成30年８月３日に公表いたしました平成31年３月期通期の連結業績予想を修正

いたしました。詳細は本日別途公表いたしました「平成31年３月期 第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績

値の差異、剰余金の配当(中間配当)及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,016 7,911

受取手形及び売掛金 12,980 12,180

有価証券 50 －

商品及び製品 6,359 7,333

仕掛品 2,255 3,225

原材料及び貯蔵品 3,168 3,394

その他 827 1,077

貸倒引当金 △83 △84

流動資産合計 33,574 35,037

固定資産

有形固定資産

土地 4,099 4,184

その他（純額） 4,998 5,303

有形固定資産合計 9,097 9,488

無形固定資産

のれん 146 487

その他 2,039 1,984

無形固定資産合計 2,186 2,471

投資その他の資産 2,189 2,113

固定資産合計 13,473 14,073

資産合計 47,048 49,111

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,738 4,904

短期借入金 12,193 12,715

1年内返済予定の長期借入金 3,110 3,416

未払法人税等 337 325

賞与引当金 957 1,017

製品保証引当金 142 172

その他 4,169 3,683

流動負債合計 25,650 26,235

固定負債

社債 15 10

長期借入金 3,929 4,543

製品保証引当金 89 80

退職給付に係る負債 847 958

役員株式給付引当金 25 29

その他 551 519

固定負債合計 5,458 6,140

負債合計 31,108 32,376
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,388 6,388

資本剰余金 6,404 6,404

利益剰余金 5,798 5,958

自己株式 △1,136 △1,136

株主資本合計 17,454 17,614

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25 29

為替換算調整勘定 △2,307 △2,358

退職給付に係る調整累計額 642 594

その他の包括利益累計額合計 △1,640 △1,734

非支配株主持分 125 855

純資産合計 15,939 16,735

負債純資産合計 47,048 49,111
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 19,089 21,003

売上原価 10,532 11,890

売上総利益 8,556 9,112

販売費及び一般管理費 8,241 8,763

営業利益 315 348

営業外収益

受取利息 26 34

持分法による投資利益 1 86

為替差益 47 －

受取地代家賃 15 15

その他 73 107

営業外収益合計 164 244

営業外費用

支払利息 94 109

為替差損 － 15

その他 23 67

営業外費用合計 118 192

経常利益 361 401

特別利益

段階取得に係る差益 － 498

固定資産売却益 1 1

特別利益合計 1 500

特別損失

固定資産売却損 0 3

固定資産除却損 0 0

減損損失 － 461

投資有価証券評価損 － 9

特別損失合計 1 474

税金等調整前四半期純利益 361 427

法人税、住民税及び事業税 204 217

法人税等調整額 △22 △131

法人税等合計 181 86

四半期純利益 179 340

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 35

親会社株主に帰属する四半期純利益 174 305
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 179 340

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 4

為替換算調整勘定 △20 △48

退職給付に係る調整額 △33 △47

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 △49 △91

四半期包括利益 130 249

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 126 212

非支配株主に係る四半期包括利益 3 37
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（連結の範囲または持分法適用の範囲の変更）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、従来持分法適用関連会社であった株式会社ホロンの株式を追加取得したこ

とにより、平成30年６月30日より同社を連結子会社として連結の範囲に含めております。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

税金費用の計算 一部の連結子会社では税金費用について、当第２四半期連結会計期間を含む連結

会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（追加情報）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に

表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

計測・計量機器事業

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 7,766 1,622 405 1,504 11,298

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,080 13 27 1,281 2,401

計 8,846 1,635 432 2,785 13,700

セグメント利益又は損失(△) 12 52 △4 123 183

医療・健康機器事業
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 2,425 2,126 3,054 184 7,790 － 19,089

セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,410 － － 2,620 6,030 △8,432 －

計 5,836 2,126 3,054 2,804 13,821 △8,432 19,089

セグメント利益又は損失(△) 831 △59 245 103 1,120 △989 315

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△989百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△784百万

円が含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

計測・計量機器事業

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 9,210 1,663 411 1,791 13,076

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,379 91 19 1,308 2,798

計 10,590 1,754 430 3,100 15,875

セグメント利益又は損失(△) 581 △71 △29 188 668

医療・健康機器事業
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 2,274 2,292 3,179 179 7,926 － 21,003

セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,938 － － 3,153 7,091 △9,890 －

計 6,212 2,292 3,179 3,333 15,018 △9,890 21,003

セグメント利益又は損失(△) 570 △164 109 236 750 △1,070 348

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△1,070百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△764百

万円が含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

計測・計量機器事業において、従来持分法適用関連会社であった株式会社ホロンの株式を追加取得したことによ

り、平成30年６月30日をみなし取得日とし、同社を連結子会社として連結の範囲に含めております。この連結子会

社化に伴うのれんの増加額は844百万円であります。

なお、株式会社ホロンの今後の事業計画等からのれんの回収可能性について慎重に検討した結果、のれんを回収

可能価額まで減額して461百万円の減損損失を計上しております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社ホロン

事業の内容 半導体電子ビーム測定・検査装置の開発・製造

② 企業結合を行った主な理由

両社のリソースを最大限利用し、両社のより一層の企業価値向上を図るためであります。

③ 企業結合日

平成30年６月29日

④ 企業結合の法的形式

現金による株式の取得

⑤ 結合後企業の名称

変更はありません。

⑥ 取得した議決権比率

企業結合直前に所有していた議決権比率 30.58％

企業結合日に追加取得した議決権比率 20.42％

取得後の議決権比率 51.00％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　平成30年７月１日から平成30年９月30日まで。なお、被取得企業は当社の持分法適用関連会社であったため、平

成30年４月１日から平成30年６月30日までの業績を持分法による投資利益として計上しております。

　

(3) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

企業結合直前に保有していた株式会社ホロンの企業結合日における時価 939百万円

企業結合日に取得した株式会社ホロンの普通株式の時価 627 〃

取得原価 1,567百万円

　

(4) 被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

段階取得に係る差益が498百万円発生しております。

　

(5) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

844百万円

② 発生原因

取得原価が、受け入れた資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれんとし

て計上しております。

③ 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

なお、のれんの一部について回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。
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